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今月号のここがポイント！

　新型コロナウイルスの感染拡大がなかなか収まらない中、馴れないリモートワークでストレス
を感じておられる方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　さて、今月号では本年の新春講演会から、ユニチカ株式会社代表取締役で社長執行役員の上埜
様の講演録を掲載させていただきました。加えて、三題の解説記事を掲載いたしました。
　一つ目の解説は、糖鎖高分子を合成するに当たって無保護の糖を用いる方法に関しての記事で
す。糖は水酸基が多いので、化学合成する場合には保護基を導入するという煩雑さがネックにな
っているのをうまく回避する方法です。続いて、安定同位体比の分析を食品の産地判別に用いる
という記事です。使い方を工夫すれば、食品以外の化成品の起源推定などにも利用できるという
優れた方法です。最後に、和泉センターが保有する技術のテラヘルツ分光に関して解説してもら
いました。非破壊での分析が得意な方法で、これからの発展が期待されます。
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